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主催：京都府、公益財団法人世界人権問題研究センター、京都人権啓発推進会議
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15:00~17:00

KBSホール
京都市上京区烏丸通一条下ル龍前町600番地の1
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15:00
人権フォーラム開催にあたって 坂元 茂樹

（公財）世界人権問題研究センター所長／神戸大学名誉教授

大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科教授

京都府府民環境部 人権啓発推進室 室長

17:00~
KBSラジオイベント　抽選会など

15:05~15:45
基調講演 山野 則子

15:50~16:00
コロナ差別等に対する京都府の取組

角田 幸総

16:00~17:00

●ラジオ公開生放送

●ラジオ公開生放送

パネルディスカッション
コーディネーター＆パネリスト   坂元 茂樹

パネリスト   山野 則子、 笑福亭 晃瓶、 中村 薫
外務省NGO相談員／認定NPO法人テラ・ルネッサンス 栗田 佳典

司会・進行   KBS京都アナウンサー 梶原 誠

『コロナ禍における子どもへの影響と支援方策』

同日
開催 10:00~12:00

『妹尾和夫のパラダイスKYOTO』
12:53~14:25
『きらきん！』

ラジオ公開生放送
地下鉄烏丸御池駅
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坂元 茂樹

プロフィール

山野 則子

栗田 佳典

神戸大学名誉教授（国際法）、世界人権問題研究センター所長
国連人権理事会諮問委員会委員、南マグロ国際仲裁裁判事件日本政府顧問、国際法学会代表
理事、日本海洋政策学会会長などを歴任し、日本政府に対して政策提言も行っている
研究テーマは、企業と人権～CSRの観点から～、部落差別解消推進法、ヘイトスピーチ、ハンセ
ン病、新型コロナウイルス感染症と人権

笑福亭 晃瓶
松竹芸能所属の落語家  1984年笑福亭鶴瓶に入門（二番弟子） 
おばちゃんの気持ちがよくわかる落語家をめざす。バーゲンやスーパーの特売に行くのが趣味と
いう抜群の主婦センスを生かしたリスナー目線からの情報発信が人気

中村 薫
おトボケキャラの一方で、お堅い報道ニュースから娯楽ネタまでオールマイティにこなす実力派
『笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ』ではアシスタントを務める

梶原 誠

公式ポータルサイト「京都人権ナビ」から
京都府人権関連情報をチェックすることができます

https://kyoto-jinken.net/

KBS京都アナウンサーリーダー、取材力に定評があり「足で稼ぐ取材」で現場からの信頼も厚い

笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ

KBS京都ラジオで毎週月曜日～金曜日の朝6:30～10:00に放送されているラジオ番組
1998年4月6日にスタートし放送回数は5,500回をこえる。家族との語らいのように、笑い
にあふれ、気取らず聴ける、朝ワイドとして存在感を放ち続けている

大阪府立大学人間社会学システム科学研究科教授。博士（人間福祉）
大阪府立大学21世紀科学研究センター スクールソーシャルワーク評価支援研究所所長 
内閣府子どもの貧困対策に関する検討会構成員、厚生労働省社会保障審議会児童部会委員、
文部科学省第９期中央教育審議会委員などを歴任
大阪府教育委員会ほかスクールソーシャルワーカー・スーパーバイザーを務める

外務省NGO相談員・認定ＮＰＯ法人テラ・ルネッサンス 啓発事業部 講演企画・支援連携担当

立命館大学産業社会学部卒。福祉を学ぶ。大学在学中に世界の貧困問題、特に子ども兵の問題
に強い関心を持ち、認定NPO法人テラ・ルネッサンスへインターンシップ生として参加。2009年4
月より職員として勤務。現在は、平和の種を蒔く仕事として、講演活動を年間80回以上行い、イベ
ントの実施なども行う。行政、企業、教育機関、個人との協働も手掛けている


